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被
災
支
援
へ
走
る 

 

元
日
の
夕
方
に
起
き
た
能
登
半
島
地
震
で
、
能
登
地
方
全

域
、
富
山
県
で
も
氷
見
市
、
小
矢
部
市
な
ど
呉
西
地
域
は
大

き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
今
だ
に
避
難
所
で
避
難
生
活
を

送
る
人
が
多
数
に
上
り
、
災
害
関
連
死
防
止
が
急
務
で
す
。  

 

原
発
の
あ
る
志
賀
町
で
震
度
７
を
観
測
、
能
登
半
島

北
東
部
で
陸
地
が
４
メ
ー
ト
ル
も
隆
起
し
、
数
千
年
に

一
度
と
も
い
わ
れ
る
大
地
震
だ
そ
う
で
す
。 

 

地
震
発
生
直
後
か
ら
被
災
支
援
に
奔
走
し
た
上
田

由
美
子
市
議
に
、
発
生
間
も
な
く
の
取
組
み
を
報
告

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。  

私
は
、
地
震
が
起
き
た
と
き
、
自
宅
に
。
だ
ん
だ
ん
激
し
く
揺

れ
る
地
震
に
外
へ
飛
び
出
し
ま
し
た
。
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
て
す
ぐ
、
指
定

避
難
所
で
あ
る
正
得
公
民
館
へ
行
き
ま
し
た
。
振
興
会
役
員
が
集
ま

  
 

 
 
 

 
 
 

市
議
会
議
員 

上
田
由
美
子 

 

日本共産党小矢部市委員会（砂田喜昭委員長）

は１月10日、桜井市長に地震対策として、急いで復

旧すべき課題とともに、「上下水道や道路などライフ

ラインの補強対策」、「個人住宅の耐震化・耐震シェ

ルター・耐震ベッドなどの普及」、「志賀原発の廃炉」

などを申し入れました。 

桜
井
市
長
（
右
端
）
と
そ
の

左
隣
へ
砂
田
氏
、
上
田
市
議 

 

 

埴
生
地
区
で
被
害
を
確
認
す
る

上
田
市
議
（左
）
＝
１
月
４
日 

能
登
半
島
地
震
で
大
量
の
廃
棄
物
の

処
理
に
困
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
。
小

矢
部
市
は
２
日
に
は
も
う
不
燃
ゴ
ミ

の
無
料
引
受
を
発
表
、
そ
の
後
罹
災

証
明
が
あ
れ
ば
可
燃
、
不
燃
と
も
災
害
廃
棄

物
を
分
別
し
て
の
無
料
受
け
入
れ
を
は
じ
め

た
▼
９
１
年
の
台
風
に
よ
っ
て
東
蟹
谷
地
区

で
発
生
し
た
「
小
矢
部
大
火
」被
害
に
際
し
、

市
は
焼
け
跡
の
不
燃
物
を
無
料
で
引
き
受

け
る
制
度
を
、
初
め
て
つ
く
っ
た
。
こ
の
良
き

伝
統
を
生
か
し
た
の
だ
ろ
う
▼
自
然
災
害
は

別
と
し
て
、
売
ら
ん
が
為
の
頻
繁
な
モ
デ
ル

チ
ェ
ン
ジ
に
よ
る
大
量
生
産
、
大
量
消
費
と

大
量
廃
棄
は
資
本
主
義
に
つ
き
も
の
の
浪
費

の
悪
循
環
で
は
な
い
か
。
廃
棄
物
処
理
は
製

造
者
が
責
任
を
持
ち
、
そ
の
地
域
で
発
生
し

た
廃
棄
物
は
そ
こ
で
処
理
す
べ
き
だ
ろ
う
▼

と
こ
ろ
が
今
、
高
速
道
路
網
を
フ
ル
活
用
し

て
、
中
京
、
東
京
、
関
西
の
産
業
廃
棄
物
が
、

岐
阜
県
高
山
市
の
別
荘
地
「清
流
ケ
ベ
ッ
ク

の
森
」の
す
ぐ
隣
に
持
ち
込
ま
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
汚
泥
、
燃
え
が
ら
、
動
物
の
死
体
・

糞
尿
、
煤
塵
、
鉱
滓
、
廃
石
綿
、
水
銀
な
ど
１

８
品
目
で
あ
る
。
高
山
市
の
六
厩
（む
ま
や
）

地
内
に
東
京
ド
ー
ム
２
杯
分
の
産
業
廃
棄
物

最
終
処
分
場
建
設
が
岐
阜
県
に
申
請
さ
れ

た
▼
こ
の
森
に
は
カ
ワ
モ
ズ
ク
な
ど
貴
重
な

動
植
物
が
生
育
し
、
そ
の
湿
地
帯
に
は
庄
川

の
源
流
と
な
る
六
厩
川
が
流
れ
て
い
る
。
「清

流
の
国
」岐
阜
県
を
象
徴
す
る
場
所
で
も
あ

る
▼
庄
川
下
流
域
に
位
置
す
る
富
山
県
に

と
っ
て
は
、
３
５
万
人
の
上
水
道
用
水
と
井

戸
水
の
水
源
で
あ
り
、
農
業
用
水
で
も
あ

る
。
土
地
改
良
区
や
県
西
部
の
自
治
体
、
自

民
党
市
議
団
な
ど
も
反
対
、
慎
重
に
と
の
声

を
上
げ
は
じ
め
て
い
る
が
、
県
や
小
矢
部
市

は
ま
だ
表
明
し
て
い
な
い
。
災
害
廃
棄
物
で

素
早
い
働
き
を
し
た
小
矢
部
市
こ
そ
真
っ
先

に
反
対
を
明
言
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

り
、
情
報
収
集
や
公
民
館
の
点
検
を
し
て
い
ま
し

た
。
正
得
地
区
内
で
は
防
犯
組
合
の
パ
ト
ロ
ー
ル

車
、
分
団
の
消
防
車
、
駐
在
所
の
パ
ト
カ
ー
が
走
り

回
り
、
家
の
倒
壊
が
な
い
か
、
助
け
を
求
め
る
人
が

い
な
い
か
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
夜
は
、
井
戸
水
の
濁

り
や
断
水
地
区
、
停
電
の
情
報
が
入
り
、
早
急
な
復

旧
が
必
要
と
の
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。 

翌
２
日
は
、
朝
７
時
か
ら
電
話
や
メ
ー
ル

で
、
近
所
の
方
や
友
人
に
無
事
か
ど
う
か
、
停

電
、
井
戸
水
の
濁
り
、
水
道
の
断
水
が
な
い
か

を
尋
ね
ま
し
た
。
家
の
中
の
壁
が
は
が
れ
て
い

る
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。 

午
前
９
時
過
ぎ
に
は
地
区
公
民
館
で
の
振

興
会
の
打
合
せ
に
参
加
し
、
神
社
の
鳥
居
の
ズ

レ
、
神
社
の
灯
籠
倒
壊
や
墓
石
の
ズ
レ
、
民
家

塀
の
破
損
、
井
戸
水
の
濁
り
な
ど
の
報
告
が
あ

り
、
そ
れ
を
市
に
お
渡
し
し
ま
し
た
。 

４
日
は
、
埴
生
地
区
の
吉
和
台
に
行
き
、
水

道
の
断
水
が
一
部
で
続
い
て
い
る
こ
と
、
屋
根

瓦
が
落
ち
、
外
壁
が
は
が
れ
て
い
る
家
の
状
態

を
確
認
し
ま
し
た
。
道
路
に
き
裂
が
入
り
、
傾

い
て
い
る
家
が
複
数
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

被
害
の
把
握
と 

 
 
 
 
 
 
 

市
へ
支
援
要
請 

日
本
共
産
党
の
小
池
晃
書
記
局
長
・
参
院
議
員

と
藤
野
保
史
前
衆
院
議
員
ら
は
１
１
日
、
能
登
半

島
地
震
で
震
度
６
強
の
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
、
ほ
ぼ
全

域
で
断
水
が
続
く
石
川
県
七
尾
市
を
訪
れ
、
茶
谷

義
隆
市
長
に
会
い
、
日
本
共
産
党
に
寄
せ
ら
れ
た
第

１
次
分
の
救
援
募
金
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。 

日本共産党は地震災害の救援募金に取組んでい

ます。ぜひご協力ください。１月８日には憲法を守る小

矢部の会など市民団体とともに、アルビス石動駅店横

で募金を訴えました。 

石川・七尾  

アルビス石動駅店横で募金の訴え  

 
 

揺
れ
が
収
ま
っ
て
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

正
得
公
民
館
へ 

国
道
３
５
９
号
の
道
路
陥
没
（
内
山
地

区
）を
調
査
す
る
坂
本
ひ
ろ
し
党
県
書
記

長
（左
）と
砂
田
前
市
議
＝
１
月
６
日 

若林地区で液状化した水田＝１月１３日 


